
 

 

 

 

 

 

 

第 43 回 東京都理学療法学術大会 

 

開催趣意書および ご協賛のお願い 

 

 

 

 

 

 
会期：2024 年 9 月 14 日（土曜日）～15 日（日曜日） 
会場：国立オリンピック記念青少年総合センター 
大会⾧：今井 覚志（慶應義塾大学病院） 
副大会⾧：山中 誠一郎（初台リハビリテーション病院） 
準備委員⾧：渡辺 重人（東京リハビリテーションセンター世田谷） 



ご協賛のお願い 

 

 

謹啓 

立春の候、貴社におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

この度、第 43 回東京都理学療法学術大会を、2024 年 9 月 14 日（土）から 9 月 15

日(日)までの 2 日間、国立オリンピック記念青少年総合センター（渋谷区代々木神園

町 3-1)にて開催させて頂くことになりました。 

 

このたび、企業様よる共催セッション、展示会の開催、および抄録集・ホームペー

ジへの広告掲載をお願いさせていただくこととなりました。本会主催団体の会員数

は約 1 万名、本会の参加者数は 1,500 名を想定しております。本会は、主に金銭の出

資をお願いとする一般的な学会と異なり、交流イベントやスタンプラリーなどを実

施し、企業様と一体となり、かつてない有意義で楽しい会を作りたいと考えておりま

す。 

 

つきましては、諸経費ご多難の折、誠に恐縮でございますが、本会の趣旨をご理解

いただき、是非ともご賛同を賜りたく存じます。本来ならば参上し拝眉の上でお願い

すべきことではございますが、本書面を借りてご高配とご援助の程、衷心よりお願い

申し上げます。 

末筆ながら、御社のますますのご発展をお祈り申し上げます。 

謹白 

2024 年 3 月吉日 

 

第 43 回 東京都理学療法学術大会 

大会⾧ 今井 覚志 

 

 

 

 

 

 



開催概要 

 

1. 会の名称 
第 43 回 東京都理学療法学術大会 

 

2. 主催団体 
公益社団法人 東京都理学療法士協会 

〒151-0053 東京都渋谷区代々木 1-58-7 ヴェラハイツ代々木 201 号 

会⾧：森島 健 

会員数：10,618 名（2024 年 3 月現在） 

 

3. 会期 
2024 年 9 月 14 日（土曜日）～15 日（日曜日） 

 

4. 会場 
国立オリンピック記念青少年総合センター 

〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町 3-1 

 

5. 準備・実行委員会 
大会⾧：今井覚志（慶應義塾大学病院） 

副大会⾧：山中誠一郎（初台リハビリテーション病院） 

準備委員⾧：渡辺重人（東京リハビリテーションセンター世田谷） 

 

6. 会の目的と開催意義 
テーマ：『みんなでつなぐ理学療法のエビデンス』 

エビデンスは理学療法の基盤であり、私たちの実践に、常に深い影響を与えています。

私たちの使命は、エビデンスを新しく「つくる」ことに加えて、それが広く正しく「伝

わる」こと、そして必要としている人にもれなく「届ける」ことです。本大会は、「つく

る」、「伝わる」、「届ける」の３つのプロセスを大切に、世代や領域を超えて、みんなで

エビデンスをつなぐ交流の場にしたいと考えています。 

そのためには、できるだけ多くの関係者にご参加いただくことが重要ですが、コロナに

よる学会離れ、協会入会率の低下、働き方改革など、学術集会を取り巻く環境は年々厳

しくなっております。本大会は、テーマに沿ったシンポジウム、関心の高い講演に加え

て、ハンズオンセミナー、パラスポーツ体験会、交流イベントなど、みんなでエビデン

スをつなぐためのプラットフォームとして企画・準備してまいります。 

理学療法の未来を諦めない仲間とともに、私たちは再び集い、共に悩み共に歩んでいけ

ることを強く願っております。 



7. 開催計画予定（プログラム） 
【講演】 

1) がん患者のリハビリテーション：辻哲也 先生（慶應義塾大学） 
2) 回復期リハのエビデンスと未来：近藤国嗣 先生（東京湾岸リハビリテーション病院） 
3) みんなでつなぐ理学療法のエビデンス：斉藤秀之 先生（日本理学療法士協会） 
4) 視覚運動制御：樋口貴広 先生（東京都立大学） 
5) 整形・スポーツのバイオメカニクス：名倉武雄 先生（慶應義塾大学） 
6) 心不全とフレイル：神谷健太郎 先生（北里大学） 
7) 呼吸苦をとる：千葉哲也 先生（玉川病院） 
8) 交渉中 

【メインシンポジウム】 
1) エビデンスを「つくる」 

研究の始め方・進め方：山田実 先生（筑波大学） 
2) エビデンスが「伝わる」 

論文の選び方・読み方：金子文成 先生（東京都立大学） 
3) エビデンスを「届ける」 

EBPT とクリニカルリーズニング ：相澤純也 先生（順天堂大学） 

【都民公開講座】 
1) 目指せ！プロ野球選手－けがをしないで速い球を投げるには？ 

梅村悟 先生（西武ライオンズ／ライオンズ整形外科クリニック） 

【教育セミナー：明日から始めるシリーズ】 
1) 血液ガスと呼吸機能の診方：秋保光利 先生（三井記念病院） 
2) 脳画像と感覚・運動機能の診方：清塚鉄人 先生（三宿病院） 
3) 症例報告の始め方・進め方：北地雄（総合東京病院） 
4) 理学療法に必要な薬の知識：H・トマシュ 先生（東京慈恵会医科大学附属第三病院） 

【シンポジウム】 
1) みんなでつなぐ理学療法のエクスペリエンス：松原徹 先生（在宅ケアセンター成城） 
2) 多様性とスポーツ理学療法：中田周兵 先生（横浜市スポーツ医科学センター） 
3) 子どもの健康とスポーツ理学療法：未定 
4) 歩行機能の再建：未定 
5) 地域リハビリテーション：⾧谷川奨斗 先生（世田谷記念病院） 

【一般演題】 
1) 一般セッション 
2) 優秀演題賞候補セッション 
3) 新人セッション 

【ワークショップ】 
1) 子育て世代の理学療法士の働き方 
2) 理学療法士のためのピラティス体験 

【パラスポーツ体験会】 

【共催（ハンズオン）セミナー】 

【交流イベント】 

 

 

 



8. 参加想定人数 
約 1,500 名～2,000 名 

東京都理学療法士協会会員：1,400 名、日本理学療法士協会会員：100 名、 

一般都民：300～500 名 

 

9. 参加費 
都士会会員：2,500 円 日本協会会員：5,000 円 会員外：10,000 円 

一般都民：無料 

 

10. 運営事務局 
第 43 回 東京都理学療法学術大会 事務局 

局⾧：五十嵐麻子（東京リハビリテーションセンター世田谷） 

e-mail：43rd.pt.tokyo@gmail.com 

 

11. 学会ホームページ 
Tsunagu-43.tokyo 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12. 収支予算 
【収入の部】 

科目 詳細 金額（円） 

参加費 
1,500 名 都士会員 1,400 名 

日本協会員 100 名 
4,000,000 

広告料 抄録集、ホームページ 150,000 

展示料 企業展示 500,000 

共催費 共催セミナー 150,000 

合計  4,800,000 

【支出の部】 

科目 詳細 金額（円） 

準備・会議費 準備委員会、事前会議費 200,000 

賃借料 会場費、備品レンタル 2,200,000 

諸謝金 講師謝金等 800,000 

旅費交通費 講師交通費等 200,000 

通信運搬費 郵送費等 200,000 

臨時雇賃金 当日運営スタッフ賃金 1,000,000 

印刷製本費 参加証等 100,000 

消耗品費 看板、その他 400,000 

委託費 託児所、ホームページ 700,000 

合計  5,800,000 

   【収支残額】 -1,000,000 円  

【残額の処理方法】 東京都理学療法士協会にて捻出 

 

 

 

 

 

 



ご協賛募集概要 

 

1. 募集期間 
2024 年 3 月 15 日（金曜日）～2024 年 5 月 31 日（金曜日） 

 

2. 募集内容 
1) 共催（ハンズオン）セミナー 

2) 企業展示出展 

3) 広告（抄録集・ホームページ） 

4) その他 

＊ランチョンセミナー、ご寄付やその他の方法をご検討いただいている場合、事務局ま

でご連絡下さい。 

 

3. 開催規約 
1) 情報公開への同意について日本製薬工業協会の「企業活動と医療機関等の関係の透

明性ガイドライン」に基づき「共催企業様と医療機関及び医療関係者との関係の透

明性に関する指針」に従い、大会等の会合開催にかかる費用を公開することについ

て了承いたします。 

2) 企業名の公表についてお申込みいただいた企業名を学術集会の抄録集、ホームペー

ジへ掲載いたします。 

 

4. お申込み・お問合せ窓口 
学会ホームページ（https://tsunagu-43.tokyo/）の申込みフォームからお申込みをお願い

いたします。 

お申込み内容を確認後、請求書を発行します。 

なお、募集内容 1)-3)について複数の内容をご応募いただける場合は、お手数ですがそ

れぞれ申込みフォームよりお申込みをお願いいたします。 

 

問い合わせ先 

第 43 回東京都理学療法学術大会 事務局 

五十嵐麻子（東京リハビリテーションセンター世田谷） 

e-mail：43rd.pt.tokyo@gmail.com 
 

 

 

 

 



共催セミナー募集要項 

 
1. 共催枠 

2024 年 9 月 14 日（土曜日）～2024 年 9 月 15 日（日曜日） 

日時 会場 金額 募集枠 

14 日 10:30 – 12:00 80 名教室、120m2 
55,000 円 

（税抜 50,000 円） 
1 枠 

14 日 13:00 – 14:30 80 名教室、120m2 
55,000 円 

（税抜 50,000 円） 
1 枠 

15 日  9:00 – 10:30 80 名教室、120m2 
55,000 円 

（税抜 50,000 円） 
1 枠 

 

2. セミナーの内容について 
1) 実技をともなう形式でご検討下さいますようお願いします。 

2) 会場には折畳式の机と椅子が常設されており、教室外へ移動することはできません。

募集人数はこのことを考慮の上、ご検討ください。 

3) テーマ、講師は決定前に事務局までご相談ください。理学療法と関わりのない内容、

公益法人主催の学会にそぐわない内容に関しては変更をお願いする場合がありま

す。あらかじめご了承ください。 

4) 内容は決定次第、随時ホームページ等で告知しますので、お早めにご検討下さいま

すと幸いです。 

5) セミナー参加者は本学会に参加登録をしていただきます。 

6) 共催セミナーで参加費を徴収することはできません。 
 

3. 抄録原稿のご提出について 
共催セミナーは学会抄録集へ掲載いたしますので、講師の先生には執筆依頼をお願い致

します。締切は 7 月中旬、文字数は 400 字程度の予定です。 

 

4. 参加者の募集について 
参加者は御社のご担当者様に直接メールにて申込する方法とさせていただきます。ホー

ムページに、申込先アドレスおよび御社へのリンクを掲示いたします。選考方法（先着

順／抽選）、各施設の上限人数、募集期間などはご自由に設定ください。ホームページ上

で、申込期間や申込状況を随時更新いたします。 
 

 



5. 経費のご負担について 
1) 開催経費に含まれるもの：会場費、スクリーン、プロジェクター等 

2) 経費に含まれないもの（ご負担いただくもの）：講師代（交通費含む）、受付・アシ

スタント等のスタッフ代、看板、制作物等 

 

6. お申込みについて 
先着順とさせていただきます。お申込み後、事務局より確認メールを送ります。 

開催日時をご相談させていただきます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



企業展示募集要項 

 
1. 展示枠、出展料 

2024 年 9 月 14 日（土曜日）～2024 年 9 月 15 日（日曜日） 

会場 面積 出展料 募集枠 

レセプションホール*1 Ⓐ 2m×3m 
33,000 円 

（税抜 30,000 円） 
4 小間 

レセプションホール*1 Ⓑ 2m×3m 
55,000 円 

（税抜 50,000 円） 
4 小間 

レセプションホール Ⓒ 2m×3m 
55,000 円 

（税抜 50,000 円） 
5 小間 

レセプションホール Ⓓ 2m×3m 
110,000 円 

（税抜 100,000 円） 
3 小間 

レセプションホール Ⓔ 2m×2.6m 
88,000 円 

（税抜 80,000 円） 
1 小間 

レセプションホール Ⓕ 2m×5.8m 
110,000 円 

（税抜 100,000 円） 
2 小間 

大ホール ホワイエ Ⓖ 2m×5m 
110,000 円 

（税抜 100,000 円） 
2 小間 

大ホール 小ホール間 

（展示スペース） 
Ⓗ-① 約 9m×7.5m 

165,000 円 

（税抜 150,000 円） 
1 小間 

大ホール 小ホール間*2 

（展示スペース） 
Ⓗ-② 約 9m×7.5m 

165,000 円 

（税抜 150,000 円） 
1 小間 

大ホール ホワイエ*3 Ⓘ 1m×5m 
11,000 円 

（税抜 10,000 円） 
1 小間 

＊1 14 日 17 時～15 日 8 時 30 分までご利用できません。（ご移動いただきます） 

＊2 一部展示スペースに制限があります。別紙図面を参照ください。 

＊3 書籍展示限定です。国立施設につき販売はできません。 

＊複数小間によるご出展も可能です。＊図面は別紙資料をご参照ください。 

 

 

 



1. 小間仕様 
1) 小間内はご自由にレイアウト下さい。 

2) 主催者側で準備するもの：横幅 180cm×奥行 45cm の机、60A コンセント。 

 

2. 展示内容 
開催趣意に沿った展示内容をお願いいたします。理学療法と関わりのない展示、公益法

人主催の学会にそぐわない展示に関しましては、展示いただけない場合がございます。 

 

3. 展示期間 
搬入：2024 年 9 月 14 日（土曜日） 8:30 から。レセプションホールは 10:00 開場 

撤収：2024 年 9 月 15 日（日曜日） 12:00 までに完全撤収をお願いします。 

 

4. 出展物の管理 
出展物は御社の責任の上で管理をお願い致します。 

 

5. 集客の工夫について 
1) レセプションホールでは、会場を一方通行にして、人流をつくります（別紙資料を

ご参照ください）。当日は同会場にて交流イベント（仮）等を開催予定です。 

2) 企業展示のスタンプラリーを開催（予定）し、多くの参加者を展示ブースに誘導し

ます。 

3) 当日、スタンプラリー台帳および展示マップを参加者全員に配布予定です。 

 

6. お申込みについて 
先着順とさせていただきます。ご希望の区画、小間数を申込フォームよりお申し込みく

ださい。（区画内の配置は学会準備・実行委員会で指定させていただきます。） 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



広告募集要項（ホームページ、抄録集） 

 
1. 広告枠、広告料 

2024 年 2 月 1 日（木曜日）～2024 年 9 月 15 日（日曜日） 

媒体 形体 広告料 募集枠 

ホームページ バナー 
22,000 円 

（税抜 20,000 円） 
無制限 

A4 抄録（PDF） 表紙裏 1 面 
33,000 円 

（税抜 30,000 円） 
1 枠 

A4 抄録（PDF） 裏表紙裏 1 面 
16,500 円 

（税抜 15,000 円） 
1 枠 

A4 抄録（PDF） 裏表紙 
22,000 円 

（税抜 20,000 円） 
1 枠 

A4 抄録（PDF） 本文内 
11,000 円 

（税抜 10,000 円） 
無制限 

＊バナー広告のサイズは、学会ホームページ（tsunagu-43.tokyo）をご参照ください。 

＊バナー広告の掲載順は、お申込み順とさせていただきます。 

＊A4 抄録は分割での掲載は出来ません。 

＊複数枠によるお申込みも可能です。 

 

2. 配布対象 
1. ホームページ：2024 年 1 月 23 日に開設しました。入金確認後、随時更新いたします。 

2. A4 抄録：ホームページにて PDF を公開します。学会参加申込の有無にかかわらずダウ

ンロードできるようにします。 

 

3. お申込みについて 
先着順とさせていただきます。ご希望の媒体を申込フォームよりお申し込みください。 

 

4. 入稿形態 
1) ホームページのバナー広告は、正方形レイアウトとなります。JPEG ファイルとリ

ンク先 URL を事務局までお送りください。 

2) A4 抄録は、PDF でのご入稿をお願いします。 
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交流イベント

掲示板

⑰

⑱
Ⓐ：①～④：2m×3m：30,000*
Ⓑ：➄～⑧：2m×3m：50,000*
Ⓒ：➈～⑬：2m×3m：50,000
Ⓓ：⑭～⑯：2m×3m：100,000
Ⓔ：⑰ ：2m×2.6m：80,000
Ⓕ：⑱～⑲：2m×5.8m：100,000
*14日17時～15日8時30分はご利用できません。
（掲示板前にご移動いただきます）

国際交流棟（レセプションホール）

➄

⑥

⑦

⑧

⑲

料金設定（円）

Ⓐ Ⓑ

Ⓒ

Ⓓ Ⓔ

Ⓕ

Ⓕ



Ⓖ：⑳～㉑：2m×5m：100,000
Ⓗ：9m×7.5m：150,000
Ⓘ：2m×3m ：10,000（書籍限定）

Ⓖ

Ⓘ

受付

⑳

カルチャー棟（大ホール・展示スペース）

料金設定（円）

㉑

Ⓗ-1 Ⓗ-2



総合受付
第一会場（大ホール）：講演，シンポジウム，企業展示
第二会場（小ホール）：講演，シンポジウム

第三会場（国際会議室）：メインシンポジウム
交流会場（レセプションホール）：企業展示，交流イベント，憩いの広場

第四～九会場（80～300人教室）：
教育セミナー，一般演題，ハンズオン
ワークショップ，発表者ラウンジ

第十会場（体育館）：パラスポーツ体験

青少年総合センター施設配置図


